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　 石 油 価 格 高 騰 や 地 球 温 暖 化 が 問 題 視 され るな か 、 非 化 石 燃 料 エ ネ ル ギ ーの 利 用 拡

大 の 必 要 性 が さけ ば れ て い る 。 そ の よ うな社 会 情 勢 か らバ イオ マ ス （特 に 廃 棄 系 バ イオ マ

ス ）の エ ネル ギ ー
利 用 にも注 目 が 集 ま り、新 規 利 用 技 術 として 微 生 物 燃 料 電 池 （microbial

fuel　cell ，　MFC ）の 研 究 開 発 が 盛 ん に行 わ れ るようにな っ て きた。　MFC は 、微 生 物 が 有 機

物 などを酸 化 分 解 す る 際 に 放 出 され る電 子 を細 胞 外 の 電 極 で 回 収 し 、 電 気 エ ネル ギー と

して 利 用 しようとする装 置 で ある 。 電 気 とい う利 用 しや す い 形 態 の エ ネル ギー がバ イオ リア ク

ターか ら直 接 得 られ るこ とが 、最 大 の 利 点 で ある。また、微 生 物 の 多様 な代 謝 能 力 を触 媒

として 利 用 す るの で 、多 様 な有 機 物 を燃 料 とし て 利 用 で きる点 が 化 学 的燃 料 電 池 とは 大

きく異 なる 。 MFC 実 用 化 の 方 向 として 第
一

に廃 棄 物 処 理 プ ロ セ ス が 挙 げられ るが 、こ の 場

合 に は 他 の 廃 棄 物 処 理 プ ロ セ ス と同 様 に 自 然 発 生 的 微 生 物 生 態 系 が利 用 され 、プ ロ セ

ス 開 発 へ の 微 生 物 生 態 学 の 貢 献 が期 待 され る。

　 MFC 内 の 電 気 生 成 微 生 物 生 態 系 の 研 究 で は 、第
一

に 分 子 生 態 解 析 が 行 わ れ て きた 。

また最 近 、電 気 生 成 活 性 をもつ 微 生 物 が MFC か ら単 離 され 、そ れ らの 純 粋 系 で の 生 理

学 的 解 析 も可 能 に な っ て い る 。

一
方 で 、 MFC 由 来 で ない 金 属 還 元 微 生 物 をモ デル 電 気

生 成 菌 に用 い た研 究 も盛 ん に行 われ て い る。これ らで は 、新 規 の エ ネ ル ギ ー代 謝 形 態 と

考 えられ る細 胞 外 電 子 受 容 体 利 用 メカ ニ ズ ム の 解 明 に 研 究 が集 中して い る。その 結 果 、

細 胞 外 膜 シ トクロ ム か らの 接 触 電 子 伝 達 、細 胞 外 ナ ノワイヤ ー を介 した 電 子 伝 達 、可 溶 性

電 子 シ ャ トル 化 合 物 を介 した電 子 伝 達 、などが 知 られ るようにな っ て きた。しか し、MFC 内

微 生 物 が モ デ ル 微 生 物 と同じような 電 子 伝 達 メカ ニ ズ ム を持 つ とも限 らず 、 そ の 中 に ユ ニ

ー
クな細 胞 外 電 子 伝 達 メカ ニ ズ ム が発 見 され る こ とも期 待 され る 。

　 電 気 エ ネル ギ
ー 生 産 とい う実 用 的 価 値 とユ ニ

ー
クなエ ネル ギ ー

代 謝 形 態 へ の 興 味か

ら、MFC に 関 す る微 生 物 生 態 学 が今 以 上 に盛 ん にな ると予 想 され る 。
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